
平成２２年度一般会計当初予算説明資料

10款 教育費
１項 教育総務費 教育環境課（内線：７５０７）

６目 教育財産管理費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本年度 前年度 比 較 備 考

その他 一般財源国庫 起 債

県費負担額
県立学校耐震

< >76,500
202,109 1,150,957 85,379 161,8791,353,066 △ 3,730 113,000

化推進事業費

382,832千円（前年度1,381,236千円 ［正職員：22.4人］トータルコスト ）
主な業務内容 委託・工事内容の調整、工事設計、工事監理

全施設の耐震化工程表の政策目標（指標）
事業内容の説明

１ 事業の概要
旧耐震基準以前の建物で、耐震改修が必要なものについて順次実施設計及び耐震

改修を実施する。
・ＩＳ値（構造耐震指標）０．４以下を優先

２ 事業内容
H22～23継続費＜実施設計費＞

鳥取工業･･･共通実習棟、化学実習棟、第２共通実習棟（２棟）
青 谷･･･管理教室棟
岩 美･･･教室棟（３棟）
八 頭･･･管理教室棟（２棟）
智頭農林･･･演習林実習室、教室棟（２棟）
倉 吉 東･･･管理特別教室棟
倉吉農業･･･管理教室棟
米 子 東･･･第１体育館
米 子 南･･･教室棟

境 ･･･教室棟
日 野･･･教室棟（根雨）

計 ･･･１１校１９棟
H22～23継続費＜実施設計費、解体費及び文化財調査費＞

倉吉農業･･･昇降口棟
H21～22継続費＜耐震改修工事費＞

智頭農林･･･農業実習棟
倉吉農業･･･農芸実習室

H20～22継続費＜耐震改修工事費＞
八 頭･･･南体育館

H20～22継続費＜米子東高校体育館改築費＞
米 子 東･･･第２体育館の改築に伴う既存第２体育館の解体等

３ これまでの取組状況
緊急度の高いものから順次耐震改修を実施してきたところである。

、 。また 平成２１年度６月補正予算で９校２１棟の耐震化を前倒して取り組んでいる
【耐震改修工事完了件数】

平成１９年度･･･ １棟
平成２０年度･･･ ３棟
平成２１年度･･･ １１棟（予定）
平成２２年度･･･ ２４棟（予定）
平成２３年度･･･ ２０棟（予定）

残 ･･･ ４３棟
計 ･･･１０２棟

（注）起債額の上段＜ ＞書きは交付税措置額を除いた金額である。
県費負担額は起債欄の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。


